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「付着稚貝は少ない状況です。」 
 

１ ラーバの出現状況 

 ５月１日に唐丹湾でラーバ調査を行いま

した。 

図　　唐丹湾における水深10ｍ層水温および
　　ホタテガイラーバ・付着稚貝の出現状況
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  ホタテガイラーバの出現数は、200 μｍ未

満が 38 個/トン、200μｍ以上が９個/トン

と、前回調査時（合計 60 個/トン）より減

少しています。 

なお、調査時の水深 10ｍ層の水温は 6.7℃

と、前回調査時とほぼ同じ値で、平成９～

14 年の平均値より２℃程度低めとなってい

ます。 

 

２ 試験採苗器による付着稚貝調査 

４月 28 日以降の調査において、宮古、釜

石および大船渡地区で付着稚貝が確認され

ています。 

しかし、付着数は、３～48 個/袋と、調査

地点間のばらつきが大きく、宮古地区の日出

島および釜石地区の唐丹で付着数が増加し

ている一方で、その他の地点では、10 個/袋

以下と、依然として少ない状況です。 

図　調査地点および付着稚貝調査結果

 

県中南部では、一部の地点で付着数が増

加しています。 

しかし、ラーバ数は減少し、大型個体の割

合も低下しています。また、水温も依然とし

て低く、稚貝の付着はあまり見込めない状況

です。 

 

 

 

次報は、５月９日頃発行する予定です。 


